
治療と学習の両立を 
～ 一人一人のニーズに合わせて ～ 

                              病弱教育部総括主事 笹山 健次 

陽春の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素より本校

の教育活動に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて今年度、病弱教育部は中学部生５名の在籍で新しい出会いに希望がふくらむ新年度がスタートしまし

た。 

病弱教育部の目指す児童生徒像は「豊かな心をもち、人との関わりを広げ、自信をもって意欲的に活動す

る児童生徒」です。児童生徒が自身の病気を治療しながら学習し、心身ともに元気を取り戻して病院を退院

し、ここでつけた自信をもとに地域で生活していってほしいとの願いを込めています。そのために、本校に

隣接する独立行政法人国立病院機構南京都病院との日常的・定期的なきめ細かい連携、個別の教育支援計画

や個別の指導計画に基づく学習や病気の理解などを尐人数で行います。また校医の先生や病棟スタッフをま

じえたケースカンファレンスなども設定し、児童生徒の心身の状況を全員で確認し共有することに努めてい

きたいと思っています。 

前籍校で長期欠席している児童生徒の中には、様々な理由で学校に適応できない児童生徒がいます。本校

では、一般の小中学校に準じた教育活動を行うことを基本としていますが、最近の子ども達の様子から、児

童生徒が興味関心をもって意欲的に学習に向かえることが重要と考え、教育課程を工夫し、一部、学習内容

を柔軟に設定しています。また、担任は指導や御家庭との連絡などの窓口とはなります

が、教育部全ての職員で全ての児童生徒を指導していくことも、今年度の教育方針とし

ています。より多くの目で一人一人の子どもさんを見つめ、教育内容を一層充実させ尽

力していく所存です。 

今後とも御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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◆国語・・・明田聡子     ◆社会・・・北尾も も     ◆数学１年・・・小林明        

◆数学２，３年・・・西田雅哉 ◆理科・・・福井 忠   ◆英語・・・赤司映里（小濃さくら）   

◆音楽・・・上田玲子         ◆美術・・・橋本正樹   ◆家庭・・・赤司映里                

◆技術・・・西田雅哉           ◆保体・・・幾馬孝子 

5月  1日 (木)  眼科検診 

 ７日 (水)  5月10日の振替休日 

 10日 (土)  PTA総会・参観日 

 22日 (木)  中学部中間テスト 

 23日 (金)  中学部中間テスト 

6月  4日 

  5日 

  6日 

13日 

(水) 

（木） 

（金） 

（金） 

 修学旅行 

修学旅行 

修学旅行 

授業参観 

 25日 (水)  地震避難訓練 

 26日 (木)  中学部期末テスト 

 27 日 (金)  中学部期末テスト 

7月 17日 (木)  大掃除 

 18日 (金)  １学期終業式 

     

１学期 行事予定 

副担任 赤司映里 

副担任 小濃さくら 

養護教諭 松本 愛 

中学３年担任 西田雅哉   

中学２年担任 明田聡子 

中学１年担任 北尾 もも 

総括主事 笹山健次 

教務部長  本恭寛 

通級指導・小 山﨑雅美 

「サポートJOYO」 玉村総枝 

「サポートJOYO」 澤田千夏 

8:20～ 

8:35 

 

登校 

病院から通学路を集団登校します。病

状によっては渡り廊下を通ります。 

 

 

8:35～ 

8:50 

 

朝の活動 

（週３回は

自立活

動） 

 

各自が目標を持って自立活動に取り組

みます。 

 

8:50～ 

9:00 

朝の会 各クラスで朝の会を行います。 

健康観察や日程の確認をします 

9:00～              

  12:30 

授業 １校時～４校時の授業を行います。 

12:30～          

  13:35 

昼食 

昼休み 

昼食は病棟で病院食を食べます。 

ドクター診察もあります。 

13:35～     

  15:15 

授業 ５校時・６校時の授業を行います。 

15:15～ 

   15:30 

清掃 

終りの会 

各クラスで清掃と終りの会を行います。 

一日の振り返りをします。 

放課後 

   ～ 

  16:00 

補充学習 

 

 

教育相談 

個々の課題に応じた学習内容で補充学

習や教育相談に取り組みます。 

  

病棟学習 

 

病棟の学習室で宿題などの学習に取り

組みます。 

子どもの１日 

  病弱教育部には、小学部と中学部があります。 

 今年度も、家庭、前籍校、病棟との連携を大切に

しながら指導にあたっていきます。よろしくお願い

します。 

 子どもの一日の生活を紹介します。 

病弱教育部の紹介 
教育相談のご案内 

不登校・発達障害など 
 

 地域支援センターでは、地域支援コーディネー

ターが、お子様の病気や障害にかかわるさまざま

なご相談に応じています。 

お気軽に連絡してください。 

 

【相談実施日】随時御相談に応じます。 

 

【相談担当者】 

 本校地域支援コーディネーター  玉村 総枝  

                 澤田 千夏 

 

【申し込み・お問い合わせ】 

 京都府立城陽支援学校  

    地域支援センター「サポートJOYO」 

教科担当 

未定：プール学習開始日、通学路

清掃.個別懇談、校外学習 

病弱通級指導教室より 
 通級指導教室が始まって２年目になりました。 

 病弱及び身体虚弱の理由により、在籍校の他、地域の適応指導教室等へも登校できていない子どもさんを対象

として「自立活動」を中心とした活動を行っています。 

 活動は児童生徒の課題に応じて、おおむね週に１回（45分～９０分） 半年間を通級期間としています。 

～ 本校の通級指導教室で力をつけ、 

           地域の小・中学校で学校生活が元気に送れることをねらいとしています ～ 

詳細は、本校ホームページ、病弱通級教室リーフレットを御覧ください。 


